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〔第 2段〕水の女神はこの酒でもって，川口の瀬の神 Chiwashi-kor kamui，村主の梟神 
Kotan-kor kamui，鹿主の神 Yuk-kor kamui，魚主の神 Chep-kor kamui等を招待した．
そして，鹿主の神や魚主の神に，人間界の窮乏を救ってやってくれるように頼む．鹿主
の神は，人間たちは鹿を粗末に扱い，木幣も与えず投げ捨てるのが，腹に据えかねるから，
鹿はみな倉の中にとじこめて出さぬようにしているという．魚主の神は，魚どもを人間た
ちは朽ちた木などで叩いて殺し，悪口をついてぶん投げたりするので，いまいましいから，
俺も魚どもは残らず倉に入れて，出してやらないのだという．
そこで，水の女神は川口の瀬の女神と舞踏して，神々の心を和らげようと努める．
〔第 3段〕水の女神は一方で踊りながら，その魂はぬけ出で，鹿主の神の家に行き，倉の
戸を開けて，鹿を下界に山原に放って，魂はまたその身体に戻り宿った．川口の瀬の神の
魂もまた抜け出て，魚主の神の家に至り，倉の戸を開け，魚の入った手提げを取り下ろし
て，川の上にぶちまかし，その魂は身体に帰り宿った．
こうして，人間界には，再び，鹿や魚がたくさん棲むようになり，人間は飢饉から救わ
れた．鹿主の神・魚主の神も気づいたようだが，いまさら仕方がないので，だまっていた．
かくて饗宴も終わった．
〔第 4段〕水の女神，オキクルミに一仔一細を夢で見せてやり，これから以後は，鹿や魚
をとっても懇ろに取り扱うように，配下のものたちによく教訓するようにせよ，また鹿主
の神・魚主の神にも，木幣と酒を供えて，汝が村人に代わって，お詫びするようにと教え
てやった．
〔第 5段〕鹿主の神や魚主の神は，お蔭で，眷属どもが人間からいい待遇を受けるように
なったと，水の女神に感謝した．その後，オキクルミからは，いつも酒や木幣が届けられ
て，感謝のことばを述べられるのを常とした．
水の女神もそのため，いよいよ神としての貫禄が加わって，楽しい毎日を送った．（久
保寺 1977：368）
物語の筋としては神謡 74 と同様である。アイヌの不敬に神が怒り，飢饉が起こり，そ
れを水の女神が救うというものだ。狩猟の女神が水の女神に，神謡 74・75 では魚鱗や鹿
毛がサケやシカになるとえがかれていたが，ここでは倉に入れて置かれているくらいで大
カムユカラにえがかれるサケとシカ
133
きな差異は見られない。シカやサケがそれぞれ鹿主の神・魚主の神の眷属（a-utarihi）で
あることが分かる。そういったことからもシカとサケを粗末に扱ってはいけないことがよ
り強調されているともいえよう。
５．おわりに
このようにアイヌの大切な食糧・主食としてサケとシカは神謡に登場する。そこでは魚
主の神や鹿主の神にもたらされるとえがかれてはいるものの，木幣を捧げ，粗末に扱って
はいけないという教訓とともに語られるのである。少なくとも神謡の中では敬意を持って
接すれば食糧に恵まれ，不敬に接するのであれば飢饉になるといって差し支えないだろう。
萱野茂はシカについて「これはあまりにたくさんいるのと，食料として数多く殺すので，
ついつい神として祭ることをしなかった。空気や光のように拝まなくても祭らなくても手
に入るものと考えてしまったのであろう。したがって，「シカ送り」の話はまったく聞い
たことはない。ただし，カムイユカラ＝神が自らのことを語り，アイヌに注文をつけるた
ぐいの話の中では，シカも神として祭るように教えている」（萱野 2003：151）と述べ
ている。
現在，アイヌはサケもシカも自由に獲ることはできない。そしてどちらもアイヌの主食
ではなくなっている。しかし，毎年札幌豊平川河川敷で「新しい鮭を迎える儀式（アシリ
チェプノミ）」が行われているし，「シカ送り」やシカに関する何らかの儀式がされていて
もいいはずである。物語と現実には差が見られる。
アイヌとサケ・シカに限らず，その他の動物との関係性は重要であるが，今後の課題と
したい。
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